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|な歴史がここに始まる

V

野

●メカニカルデザイナー

“Mob‖ e Suit Variation"

それは、1983年 4月 に発売された、144分

の 1スケール
｀MS-06Rザ クII″、 ｀MS

-06Kザクキャノン″、に始まるガンダム
・フラモデルシリーズの総称です これ
らのバリエーションデザインは「一年戦

争」時の設定に基づくMSで したが、あ
れから約 10年の月日を経て新たなる

｀`M

SV″ が誕生しました
=

'91年 3月 に公開された劇場作品「機動戦

士ガンダムF91」 は、
｀
小型 MS″ という、

これまでとは異なるコンセフ トのMS群

を生み出しました,これらの新MSは 1

100スケールで統一される「F90」 &「 F

91」 というフラモデルシリーズとして商

品化され、ガシャホン、コミック、ゲー

ムソフトと展開され、多くのガンダムフ

ァンの皆様に好評を博しました

この「F90」 &「 F91」 シリーズから派

生した小型MSのバリエーションが、｀`シ
ルエットフォーミュラ

′′
です

原案は矢立肇・富野由悠季の両氏、構

成はサ/ラ イズ企画室の井上幸―氏が中
′しヽになって担当しています メカニカル
デザインは、私,そ してキャラクターデ

ザインは「ガンダム F91」 の作画監督を

務めた小林利充氏です´フラモデルを中

心としたシリーズですが、設定・ストー

リー面ではサンライズが積極的にバック

アッフしています.

本書では、その世界観、ス トーリー、

MS&人物キャラクター、さらにモデラ
ー諸氏による、改造作例を収録、

｀`
シルエ

ツトフォーミュラ
″
、を、よリー層楽しん

で頂こうという内容で構成されています
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ネスガンダムは

アナハイム社ガ

uc0430年
代をリードすべ

く、その風信を

かけて開発した

新型ガンダムだ。′
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SFP(シ ルエット
フオーミユラ計画)

によって完成させら

れたアナハイム版の

L
■

F91。 ウェスパー、

ビームシールドなど

それまでのアナハイ

ムのMSに見られな
かつた装備を持つ。
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―
それは、小型MSの開発競

争に遅れをとったアナハイム・エレクト

ロニクスが、非合法に入手したサナリ
｀ヽ

イの極秘資料から得た
l`F計
画
″

の技術を基に開発した、新たな、

モビルスーツ群のことだ。

今、月の裏側 セ`ブラゾーン″で、
その運用試験が行なわれようとし
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をじSFPIこよつて製造された小型MSの 1
機。サナリイカらの

技術供与により、F
列 Gキャノンを上
回る戦闘能力を持つ
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ぃれたGキャノンの改良機。
・ 単なるライセンス生産では

I なく、SFPの 最新テクノ
7 ロジィ_ガ投入されている。
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ZEBRA‐ZONE
が行なわれていた

■
古
世
紀
ｏ
ｌ
２
３
年
２
月
―

―

月
の
裏
側
。
か
つ
て
の
ジ
オ
ン
共
和
国

サ
イ
ド
３
と
月
の
中
間
に
は
、
月
と
地

球
の
間
に
位
置
す
る
暗
礁
宙
域
の
よ
う

な

″ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
″
と
呼
ば
れ
る
宇

宙
の
墓
場
が
あ
っ
た
。

ア
ナ
ハ
イ
ム
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

社
は
、
こ
の
宙
域
付
近
で
極
秘
裏
に
新

型
Ｍ
Ｓ
の
運
用
試
験
を
行
な
っ
て
い
た
＾

外
観
を
輸
送
艦
風
に
偽
装
し
た
Ｍ
Ｓ

試
験
艦

″ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
″
は
、
―
ケ

月
間
続
い
た
模
擬
戦
聞
試
験
の
最
終
段

階
を
迎
え
て
い
た
。

あ
と

．
週
間
後
に
迫
っ
た
試
験
終
ｒ

を
前
に
、
快
調
に
メ
ニ
ュ
ー
を
消
化
し

て
ゆ
く
Ａ
・
Ｅ
社
の
試
験
部
隊
。
だ
が

実
用
試
験
を
行
な
っ
て
い
た
の
は
、
彼

ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー

ン
を
は
さ
ん
だ
対
面
の
宙
域
に
、
も
う

一
隻
の
字
宙
艦
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
．

行
し
く
も
双
方
の
試
験
コ
ー
ス
は
、

ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
ヘ
と
向
っ
て
い
た
の
で

あ
．る
，
運
命
は
交
差
し
、
悲
劇
は
起
こ
っ
た

咆

トーーーーーーーーーーーーーーーーーー●CHARACTER
■ケビン・フォレスト ■トキオ・D・ ランドール

少尉
RXF94の パイロ ン`ト。
｀SFP′′のテストパイロッ
トとして、連邦軍よりA・ E
社に出向している。戦争を知

らない世代で、戦闘は経験不

足である。24歳。

A・ E社専属の民間

テストパイロット。天

オ的な操縦技術 |こ長け

軍人であるトキオをラ

イバル視している。49

歳。
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C.口123年口2月
月の裏側の暗黒宙域でSFPの運用試験

テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
ア
ナ
ハ

イ
ム
に
出
向
し
て
い
る
地
球
連
邦
軍
の

ト
キ
オ
・
Ｄ
ｏ
ラ
ン
ド
ー
ル
少
尉
は
、

ア
ナ
ハ
イ
ム
専
属
の
ケ
ビ
ン
・
フ
ォ
レ

ス
ト
と
と
も
に
、
試
作
Ｍ
Ｓ
の
運
用
試

験
を
行
な
つ
て
い
た
。

小
型
Ｍ
Ｓ
開
発
で
新
興
勢
力
の
サ
ナ

リ
ィ

（海
軍
戦
略
研
究
所
）
に
遅
れ
を

取
っ
た
ア
ナ
ハ
イ
ム
は
、
連
邦
軍
の
次

期
主
力
兵
器
の
開
発
製
造
か
ら
排
除
さ

れ
る
こ
と
を
縣
人
心
し
、
Ｆ
７１
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

に
前
後
し
て

″
Ｓ

・
Ｆ
・
Ｐ

（
シ
ル

エ
ッ
ト
●
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
″を
発
動
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
非

合
法
手
段
に
よ
っ
て
入
手
し
た
サ
ナ
リ

ィ
の
極
秘
資
料
を
基
に
、
新
た
な
モ
ビ

ル
ス
ー
ツ
群
が
誕
生
し
た
。

Ｒ
Ｇ
Ｍ

１
１
１
１
ハ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、

Ｆ
７ｌ
Ｂ
　
Ｇ
キ
ャ
ノ
ン
マ
グ
ナ
、
そ
し

て
ア
ナ
ハ
イ
ム
版
Ｆ
９１
の
Ｒ
Ｘ
Ｆ
９１
で

あ
る
。
ト
キ
オ
は
Ｒ
Ｘ
Ｆ
９１
に
搭
乗
、
ケ
ビ

ン
の
ハ
ー
デ
ィ
ガ
ン
と
模
援
訓
練
の
最

中
だ
っ
た
。

突
然
、
彼
ら
の
前
に
出
現
し
た
真
紅

の
Ｍ
Ｓ
″デ
ナ
ン
・
ゾ
ン
″。
Ｃ
・
Ｖ
（ク

ロ
ス
ボ
ー
ン
・
バ
ン
ガ
ー
ド
）
の
若
き

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
モ
ー
ソ
ス
・
オ
バ
リ
ー

少
尉
は
、
発
見
さ
れ
た
焦
り
か
ら
ア
ナ

ハ
イ
ム
側
の
Ｍ
Ｓ
に
発
砲
し
て
し
ま
う
。

反
撃
す
る
ア
ナ
ハ
イ
ム
側
の
Ｍ
Ｓ
。
双

方
と
も
に
模
擬
戦
用
の
装
備
で
実
弾
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
充
分
だ
っ

た
。
た
が
い
の
機
体
に
付
着
し
た
マ
ー

カ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
未
知
の
敵
の
存

在
を
証
明
し
て
い
た
。

機
体
を
収
容
し
、
状
況
の
把
握
と
分

析
を
進
め
る
ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
の
乗
組
員

津
「
遭
遇
し
た
Ｍ
Ｓ
の
外
観
か
ら
、
こ

の
宙
域
に
Ｃ
・
Ｖ
軍
の
艦
船
が
あ
る
こ

と
は
解
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
ク
ロ

ス
ボ
ー
ン
・
バ
ン
ガ
ー
ド
に
つ
い
て
の

認
識
は
、
ジ
ャ
ン
ク
屋
か
ら
身
を
起
こ

し
て
一
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
築
き
上
げ

た
ロ
ナ
家
の
私
兵
と
い
う
程
度
の
も
の

だ
っ
た
。
や
が
て
、
Ｃ
・
Ｖ
が
決
行
し

よ
う
と
す
る
作
戦
行
動
に
つ
い
て
は
、

知
る
由
も
な
か
っ
た
。

STOnY
■
ユ

■カール・シュビッツ

元、ネス・ジス

ン軍の大尉でMS
バイロット。A・

E社に拾われ、第

二の人生を送つて

いた。52歳。

■アイリス・

オーランド
A・ E社のエン

ジエア助手。アイ

スドールと綽名さ

れ、冷静で常 |こ理

論的な思者をする。

■アルバート・
エルゼナー

フナハイムテスト部

隊のチーフエンジニフ。

アイリスの亡くなつた

父親の親友。42歳。

20歳。
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オ・ジオン残党の娘だった

同
様
に

″ぜ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
″
の
対
岸

で
は
、
Ｃ
・
Ｖ
の
Ｍ
Ｓ
試
験
部
隊

″ダ

ー
ク
タ
イ
ガ
ー
（関
の
虎
）
″
隊
も
、
こ

の
事
態
の
分
析
を
行
な
つ
て
い
た
。

連
邦
系
Ｍ
Ｓ
部
隊
と
の
接
触
を
重
要

視
し
た
Ｄ
。
Ｔ
隊
の
指
揮
官
、
シ
ェ
ル

フ
・
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
尉
は
試
験
の

中
止
を
■
言
、
Ｃ
。
Ｖ
の
機
密
保
持
の

た
め
ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
ヘ
攻
撃
を
仕
掛
け

よ
う
と
す
る
。

武
装
集
団

″ク
ロ
ス
ボ
ー
ン
・
バ
ン

ガ
ー
ド
″
の
実
態
は
、
ま
だ
世
に
知
ら

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。時
に
■
宙
世
紀
０
１
２
３
年
２
月
。

鉄
仮
面
が
率
い
る
Ｃ
・
Ｖ
軍
が

″
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
イ
ド
″
に
侵
攻
す
る

僅
か
一
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

●CHARACTER
■シェルフ・シェフィールド
大尉
C・ V軍、新型MS試 験部
隊の隊長。「フレイム・タイガ

ー (資の虎 )」の異名をとり、

真紅に塗装されたMS群 を率
いる。23機。

■ ザ ビー ネ・シ ャル 大 尉
｀
黒の部隊

″
の隊長。シエフ

イールド大尉とは同時にC・

∨へ参加した、簡馬の友の間

柄。他人への精疑lbガ強い。

24歳。

″

り

０

ヽ
て

よ

ｏ
Ｓ

と

―

体

た

Ｍ

が

る

機

つ

の

ガ

え

の

な

代

一
見

前

に

年

ド

に

以

κ

Ｏ

・

大

れ

型

９

ラ

巨

そ

小

０

ギ

も

゛●
■

櫂 ‐
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しき女戦士はネ

打
開
策
を
講
じ
る
た
め
、
月
の
ア
ナ

ハ
イ
ム
本
社
に
連
絡
を
と
ろ
う
と
す
る

ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
の
テ
ス
ト
部
隊
。
し
か

し
、
す
で
に
Ｄ
ｏ
Ｔ
隊
は
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー

ン
周
辺
に
対
し
、
ミ
ノ
フ
ス
キ
ー
粒
子

の
散
布
を
終
了
。
通
信
は
途
絶
え
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
。

エ
ル
ゼ
ナ
ー
元
大
尉
の
指
揮
下
、
臨

戦
体
制
を
と
る
ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
に
襲
ｔ、

来
る
真
紅
の
Ｄ
・Ｔ
隊
の
Ｍ
Ｓ
部
隊
ｃ両

者
の
戦
闘
は
、
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
近
く
ヘ

と
展
開
、
ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
は
Ｄ
ｏ
Ｔ
隊

の
追
撃
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
ゼ
ブ
ラ

ゾ
ー
ン
ヘ
と
侵
入
し
た
。
そ
こ
で
、
宇

宙
世
紀
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
ス
ペ

ー
ス
コ
ロ
ニ
ー
の
港
湾
ブ
ロ
ッ
ク
ヘ
避

難
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

廃
棄
さ
れ
、
荒
れ
果
て
た
コ
ロ
ニ
ー
。

し
か
し
、
居
住
区
の
一
角

に
灯
が
確
認
さ
れ
た
。
そ

の
時
、
艦
内
に
警
報
が
鳴

り
響
い
た
。
１
機
の
Ｍ
Ｓ

が
接
近
し
て
き
た
。　
″
シ

ャ
ア
の
動
乱
″
時
の
旧
式

Ｍ
Ｓ
、
ギ
ラ
ｏ
ド
ー
ガ
で

あ
る
。

漢
黒
に
塗
装
さ
れ
た
、
そ
の
Ｍ
Ｓ
に

乗
っ
て
い
た
の
は
、
ま
だ
幼
な
さ
が
残

る
少
女
レ
イ
ラ
だ
っ
た
。
あ
と
を
追
う

Ｒ
Ｘ
Ｆ
９１
と
ハ
ー
デ
ィ
ガ
ン
は
、
居
住

区
の
一
角
へ
と
降
り
て
行
く
。
疲
れ
果

て
た
よ
う
に
朽
ち
た
旧
式
Ｍ
Ｓ
が
並
ん

で
い
る
。
す
べ
て
、
シ
ャ
ア
の
動
乱
時

の
機
体
だ
が
、
お
そ
ら
く
稼
動
で
き
る

機
体
で
は
な
い
よ
う
だ
。

居
住
区
に
は
、
百
人
あ
ま
り
の
人
々

が
生
活
し
て
い
た
。

レ
イ
ラ
の
家
に
案
内
さ
れ
た
ト
キ
オ

と
ケ
ビ
ン
は
、
比
処
に
生
き
る
人
達
が

か
つ
て
、
ネ
オ
・
ジ
オ
ン
の
兵
士
だ
っ

た
者
と
そ
の
家
族
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

今
は
戦
い
を
捨
て

″世
捨
て
人
″
と

な
り
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
し
て
い
た
の
で

あ

る

。
偶
然
に
も
、

レ
イ
ラ
の
父
、

ア
デ
ル
・
ラ
ギ
オ
ー

ル
は
、
カ
ー
ル
・
シ

ュ
ビ
ッ
ツ
の
元
同
僚

だ
っ
た

■レイラ・ラギオール
ゼブラゾーンでのサバイバル生活は、

彼女ガ幼い時からMSIこ乗ることを強要

し、48歳という年齢の割にMSの 操縦を
うまくこなす少女へと成長させた。

■マイツツアー・ロナ総帥
ブッホ・コンツエルンの創始

者シャルンホルスト・フッホの

息子。貴族政治結社クロスポー

ン・バンガードの創設者であり、

理念的指導者で、ロナ家の象徴

でもある志■。69歳。

■モーリス・オバリー少尉
D・ T隊ガ初配属の新

人バイロット。シエフイ

ールド大尉の部下となり

機体を預かつたことを語

り |こ感じている。19歳。

■ジレ・クリューガー大佐
C・ ∨軍の実力者、

｀
鉄仮面
″
ことカ

ロッゾ・ロナの副宮。シエフイールド大

尉を疎ましく思つている。39歳。

ST()RY
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を見せる日がやって来た

束
の
間
の
体
白
ヤ
ー
ー
そ
し
て
、
旧
友

と
の
再
会
。
や
は
り
元
ネ
オ

・
ジ
オ
ン

の
Ｍ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
シ
ュ
ビ
ッ

ツ
大
尉
の
存
在
も
あ
り
、
住
人
達
に
受

け
入
れ
て
も
ら
っ
た
ブ

レ
イ
ウ
ッ
ド
の

ク
ル
ー
洋
馬

し
か
し
、　
コ
ロ
ニ
ー
の
外
に
は
、
依

然
と
し
て
Ｄ
・
Ｔ
隊
の
影
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
。
全
員
で
の
脱
出
は
不
可
疵喝

軍
人
で
あ
る
ト
キ
オ
が
単
機
脱
出
を

計
り
、
連
邦
軍
に
救
援
を
求
め
る
計
画

が
決
ま
っ
た
。
発
進
の
準
備
が
進
む
中

の
警
報
。
突
然
の
Ｄ
・
Ｔ
隊
の
襲
撃
。

偵
察
に
出
て
い
た
レ
イ
ラ
の
ギ
ラ
・

飛
び
出
し
て
行
く
ケ
ビ
ン
の
ハ
ー
デ

ィ
ガ
ン
。
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
隊
長
の

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
も
Ｇ
キ
ャ
ノ
ン

マ
グ
ナ
で
出
撃
し
た
。

Ｄ

。
Ｔ
隊
の
包
Ｈ
網
突
破
の
た
め
に

ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
を
追
加
装
備
し

た
Ｒ
Ｘ
Ｆ
９１
が
発
進
す
る
。
ト
キ
オ
は

無
事
脱
出
で
き
る
の
か
。

さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
＾

|                  ●CHARACTER

■鉄仮面
ロナ家の婿養子、カロッゾ・ロナ。 C・

∨軍の実質的な最高指揮宮。ラフレシア計

画を発案し、MAラ フレシアを完成させた,
推定年齢45歳。

■アイトール・

ホルスト
SFPのため|こ A・
E社 |こ艦長として雇わ
れた、元連邦軍大佐。

極めて小心な男である。

55歳。

■バス・ガレムソン中佐
オールズモビル掃。」

の一環として、ネオ・

ジオン残党狩りを受け

持つ、連邦軍の情兵部

隊隊長。35歳。
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遂にSFPの真価
Ｄ
。
Ｔ
隊
は
総
力
を
も
っ
て
Ｒ
Ｘ
Ｆ

９１
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ

に
な
り
な
が
ら
も
、
月
の
ア
ナ
ハ
イ
ム

本
社
へ
と
辿
り
着
く
Ｒ
Ｘ
Ｆ
９１
。
そ
こ

に
は
試
運
転
を
待
つ
ば
か
り
の
新
型
Ｍ

Ｓ

″Ｒ
Ｘ
　
９９
ネ
オ
・
ガ
ン
ダ
ム
″
が

完
成
し
て
い
た
。
す
ぐ
さ
ま
ブ
レ
イ
ウ

ッ
ド
ヘ
取
っ
て
返
そ
う
と
す
る
ト
キ
オ

に
、
連
邦
年
の
バ
ズ

。
ガ
レ
ム
ソ
ン
中

佐
の
一
個
部
隊
が
同
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
ｃ

ガ
レ
ム
ソ
ン
中
佐
の
目
的
は
、
な
ん

と
元
ネ
オ
・
ジ
オ
ン
兵
卜
の
掃
討
に
あ

っ
た
の
だ
。
愕
然
と
す
る
ブ
レ
イ
ウ
ッ

ド
の
ク
ル
ー
達
。
い
や
、
戸
惑
を
見
せ

て
い
る
の
は
彼
ら
だ
け
で
は
な
か
つ
た
。

事
の
成
り
行
き
を
報
告
し
よ
う
と
し

た
Ｄ
・
Ｔ
隊
で
は
、
Ｃ
・
Ｖ
軍
司
令
部

よ
り
、
ガ
レ
ム
ソ
ン
中
佐
の
部
隊
と
の

共
同
作
戦
を
展
開
せ
よ
と
の
命
令
を
受

け
取
っ
て
い
た
の
だ
。
す
べ
て
は
、
Ａ

・
Ｅ
社
と
Ｃ
・
Ｖ
軍
司
令
部
に
よ
つ
て

あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
て

い
た
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

こ
こ
に
、
宇
宙
陛
紀
史
上
、
類
を
見

な
い
不
口∫
思
議
な
出
来
事
で
あ
る

《幻

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ａ
の
戦
聞
〉
事
件
が
、
生

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
…
…
は
た

し
て
、
そ
れ
は
り

ノ

くレ

鶴
Ｆ

イゝ

=フ
、

Gバードが
飛翔するノ

泳ヽト
ヽ

ヽ日

■ベラ・ロナ
訳あつて里子 |こ出されているが、

由緒正しいロナ家の跡取り。コスモ

バビロニアの建国は、彼女を発見す

ることから始まる  。0423年
|こは4ア歳|こなつているはずだ。
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PROJEGT
U.C.0093年 9月
連邦軍の諮問機関であつた戦略戦術研究所が

｀`
海軍戦略研究所

″(S N・ R・ |)と して再編される。

U.C.0102年
サナリィ、連邦政府 |こMSの 小型イじを提言する。

U.C.0105年 11年
A・ E社ガ連邦軍の依頼を受け、′」ヽ型MSの 開発 |こ着手。

U.C.0108年 7月
ブッホ・Iフロダイナミヽックス社、小型高性能MS、 デッサ・タイプ試作1号機を□―ルアウト。

U.C.0109年
RCM-409ヘ ビーガン、ロールアウト。

U.C.011]年 9月
サナリイ|こよるF90の 1号機ガロールアウト。及び各種オフションA・ D・ S・ M・ Hが本体|こ先行して完成。

U.C.0111年 10月
連邦軍、次期主力MS開 発を決定。サナリイの F(フ ォーミユラ)90シリーズガ A・ E社のMSA-120を
下し、正式採用となる。

U.C.0112年 2月
F90運用試験用のオフシヨン、 L・ V・ Pが完成。

U.C.0112年6月
A・ E社内で極秘裡に

｀
シルエットフォーミユラ・フロジエクト

″(SFP)始 動する。

U.C.0115年4月
Fア 4G・ キャノン、ロールフウト。

UoC.0116年7月
F94、 □―ルアウト。 パイオコンピユータの調整に手間どる。

U.C.0119年
ラフレシフ・フロジエクト発動。

U.C.0121年 2月
F90及びF91運用テストのため連邦軍巡洋艦エイプラムスに搬入される。

U.C.0121年 3月
サイド4空域でテスト飛行中のF90の試作l喝機がオールズモビリしの部隊|こよつて強奪される。

U.C.0121年 10月 28日
F90H号機、改修完了と同時|こ |・ Jタイプのオフションも完成。

U.C.0122年8月
A・ E社、RXF-94シルエット・G、 □―ルフウト。

U.C.0122年 11月
シルエット・Cの極秘運用テスト開始。

U.C.0122年 12月
F94、 頭部コンピユータ換装のため、フロンテイア 11こ移送される。

UoC.0123年 2月
RX-99、 ネス・ガンダム、□―ルフウト。同時|こ RXF-94の改修が進められる。

U.C.口 123年 3月
クロスポーン、バンガード、フロンティアサイドヘ侵攻。
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SILHOUETTE FOR‖ULA

S.N口 R.i
Strateaic Naval
Resarch lnstitute

地球連邦湯軍戦略研究所の略称。A
・E社を上廻る高性能MS、 ｀`F90″を

自主開発し、新時代のMS開発競争|こ
一石を投じた。こと|こバイオ・コンピ

ユータの開発|こあいてはA・ E社を凌

駕している。

ンスを

RXF‐91

A口 E CO‐ D
Anaheim Electronics

月|こ本拠を置<複合企業。家電製品

から作業機械、|まては兵器まで製造し

ている。モビルスーツ開発は一部門|こ

すぎないが、0080年 代半ばから0
400年代まで連邦軍のMS製造を、
ほぼ―手|こ握つていた。
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発展史
Mobile Suit Development

サナリイの提言
により、MSの
小型化に着手。

F901

■■■■ロ

F901

‐―>

ヽ■ヽ
■●

RGM‐109

RGM‐ 1ll

F71

０
●
ｏ
０

Ｍｎ
ｕ
ｎ
＝

←

ヽ 二
¬
ヽ
ヽ
ヽ

]

．Ｆ
計
画
」
の
発
端
は
、
宇
宙
世
紀
０

１
０
２
年
に
サ
ナ
リ
ィ
が
連
邦
議
会
に

提
案
し
た

■小
型
Ｍ
Ｓ
開
発
に
あ
た
つ

て
の
提
言
」
に
始
ま
る
。

高
騰
す
る
Ｍ
Ｓ
の
開
発
費
を
圧
縮
し
、

肥
大
化
し
た
軍
事
予
算
を

″シ
ヤ
ア
の

動
乱
″
後
の
コ
ロ
ニ
ー
再
建
へ
廻
す
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
提
言

を
Ｍ
Ｓ
の
開
発
を

一
手
に
握
る
ア
ナ
ハ

イ
ム
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
即
座
に

受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。

Ｍ
Ｓ
の
開
発
よ
り
、
コ
ロ
ニ
ー
資
材

や
宇
宙
艦
船
の
建
造
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
工
事
受
注
が
Ａ
・
Ｅ
社
に
巨
利
を
も

た
ら
し
た
か
ら
だ
。
同
時
に
反
地
球
連

邦
政
府
運
動
の
表
面
的
な
鎮
静
化
が
新

型
Ｍ
Ｓ
の
開
発
を
鈍
化
さ
せ
て
い
つ
た
ｏ

連
邦
軍
の
主
力
Ｍ
Ｓ
の
座
は
、
Ｒ
Ｇ

Ｍ
１
８９
ジ
ェ
ガ
ン
の
改
装
で
充
分
だ
つ

た
，
ジ
ェ
ガ
ン
の
傑
出
し
た
汎
用
性
を

評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
が
Ａ
・
Ｅ
社
の
小
型
Ｍ
Ｓ
開

発
を
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
っ
た
の
だ
。

Ａ
・
Ｅ
社
が
連
邦
軍
の
発
注
に
よ
り

A.E

Ｕ

人

S.N.R.l

14



地球連邦軍
U.N.T sPACY

４

ｉ←

ｎ
Ｕ
Ｅ
ｒ

，
■
ａ
ｎ

Ю

９９

釧

騰
ｍ

F71B

スパイ行為
により機密
を入手。

¬L.

← ― ―

`グ
.

F91

サナリイの技術の結
晶ともしヽえるMS。
バイオコンピュータ
はA・ E社にも真似
できない、サナリィ
ならではのハイテク
ノロノジィーである。

RX卜91改

DT隊 の包囲網を
強行突破した際、

大破してしまった

RXF-94を り二
ユーアルした機体。

ヘ

―
ノ

小
型
Ｍ
Ｓ
の
開
発
に
着
手
し
て
か
ら
、

次
世
代
Ｍ
Ｓ
の
旗
手
と
な
る
べ
き
は
ず

だ
っ
た
Ｒ
Ｇ
Ｍ
‐
１
０
９
ヘ
ビ
ー
ガ
ン

の
試
作
１
号
機
完
成
ま
で
、
実
に
５
年

と
い
う
歳
月
が
経
過
し
た
。
こ
の
Ｒ
Ｇ

Ｍ
‐
１
０
９
の
性
能
に
不
満
を
持
つ
た

サ
ナ
リ
ィ
は
連
邦
議
会
の
承
認
を
得
て

自
主
開
発
を
始
め
、
Ｆ
９０
を
完
成
さ
せ

た
。
こ
の
Ｆ
９０
は
、
０
１
１
２
年
の
軍

の
評
価
審
査
で
Ａ
・
Ｅ
社
の
競
争
試
作

機

″Ｍ
Ｓ
Ａ
‐
１
２
０
″
を
下
し
、
採

用
を
勝
ち
取
つ
て
し
ま
つ
た
。　
　
　
　
　
５

さ
ら
に
０
１
１
５
年
、
支
援
用
Ｍ
Ｓ
　
　
ｌ

と
し
て
Ｆ
７‐
　
Ｇ
キ
ャ
ノ
ン
の
調
達
が

始
ま
つ
た
頃
に
な
つ
て
、
よ
う
や
く
、

Ａ
・
Ｅ
社
に
焦
り
の
色
が
見
え
始
め
る
．

そ
れ
は

「Ｆ
計
画
」
の
到
達
点
と
も

ぃ
う
べ
く
性
能
を
持
っ
た
高
性
能
Ｍ
Ｓ

Ｆ
９１
の
完
成
が
日
前
と
い
う
情
報
が
流

れ
た
か
ら
だ
。
社
会
情
勢
の
面
で
も
、

ロ
ナ
家
の
武
装
化
、
旧
型
Ｍ
Ｓ
を
使
つ

た
海
賊
行
為
の
続
発
と
再
び
、
戦
乱
の

機
運
が
漂
い
始
め
て
い
た
。
「Ｓ
Ｆ
Ｐ
」

は
こ
ん
な
背
景
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。



開発史
Mobile Suit Delelo口 lmlent

X‖‐02      X‖ ‐01ａ
「
ｎ
ｕ

ｍｖ
Ａ

ヽ

ノ

← ―

XM¨05

、ヽ_

《偵察用MS〉

lm_oo

X‖‐03

ノ

偵察小隊を編成する際は、指揮富機

(XM-06)4機 に、下■官機 (X
M-03)と なる。

ブ
ツ
ホ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
航
空
機

部
門
―
フ
ツ
ホ
・
エ
ア
ロ
ダ
イ
ミ
ッ
ク

ス
社
は
、
宇
宙
世
紀
０
１
０
８
年
に
小

型
高
性
能
Ｍ
Ｓ
、
デ
ッ
サ
・
タ
イ
フ
を

完
成
さ
せ
た
。
こ
の
時
点
で
は
メ
イ
ン

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
で
あ
る
核
反
応
炉
は
ア

ナ
ハ
イ
ム
か
ら
購
入
し
た
も
の
を
使
用

し
て
い
た
〓

デ

ッ
サ

。
タ
イ
ブ
は
作
業
用
Ｍ
Ｓ
と

い
う
触
込
み
だ
っ
た
が
、
実
際
は
戦
闘

用
Ｍ
Ｓ
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
お
り
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ン
・
バ
ン
　
　
６

ガ
ー
ド
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
ー
号
機
、
Ｘ

Ｍ
　
０
１
デ
ナ
ン
・
ゾ
ン
ヘ
と
発
展
し

た
。
さ
ら
に
、
Ｘ
Ｍ
　
０
２
デ
ナ
ン
・

ゲ
ー
で
は
格
闘
性
能
が
向
上
し
た
，
こ

れ
に
続
い
て
Ｘ
Ｍ
　
０
４
ベ
ル
ガ

・
ダ

ラ
ス
、
Ｘ
Ｍ
　
０
５
ベ
ル
ガ

・
ギ
ロ
ス

が
作
ら
れ
た
。
シ
ェ
ル
フ
ノ
ズ
ル
と
い

う
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
を
機
体
の
外

へ
取
り

付
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
設
計
が
特
色
で
あ

る
．
こ
の
改
良
型
と
し
て
Ｘ
Ｍ
　
０
５

Ｂ
ベ
ル
ガ

。
バ
ル
ス
が
存
在
す
る
．

Ｃ

・
Ｖ
軍
は
、
格
闘
型
と
戦
闘
型
の

〆
~

|



《ラフレシア計画》

Crossbone
Vanguard

XM‐07A‐

D T隊 に配備
されているC・

v軍の最新鋭M
S。 シエフイー

ルド大尉が塔為

鉄仮面ことカロツゾガ独

自に開発をすすめたモビ

ルフーマー。この開発計

画による先端技術をフイ

ードバックしたMSが開

1 発されているという情報

1も
ある。

|

:

|

同時に

開発。 XM‐05B
菫
▼

|

←

Ｍ
Ｓ
に
偵
察
用
Ｍ
Ｓ
が
加
わ
る
と
い
う

陣
形
で
作
戦
行
動
を
取
る
。
Ｘ
Ｍ
　
０

３
エ
ビ
ル
・
Ｓ
は
偵
察
用
Ｍ
Ｓ
と
し
て

開
発
さ
れ
た
機
体
で
、
高
級
士
官
用
の

最
新
型
が
Ｘ
Ｍ
１
０
６
ダ
ギ

・
イ
ル
ス

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
さ
ら
に
次
世
代
を
考
慮

し
て
開
発
さ
れ
た
Ｘ
Ｍ
１
０
７
ビ
ギ
ナ

・
ギ
ナ
、
Ｘ
Ｍ
１
０

５
Ｇ
ビ
ギ
ナ

・
ゼ
ラ

（ビ
ギ
ナ

。
ギ
ナ
の

火
器
強
化
タ
イ
プ
）

も
ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
し

て
い
る
。

Ｃ

・
Ｖ
軍
の
型
式

番
号
は
、
連
邦
軍
側

が
機
体
識
別
の
た
め

に
付
け
た
コ
ー
ド
ネ

ー
ム
で
、
実
際
の
開

発
ナ
ン
バ
ー
や
諸
性

能
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー

ン

・
バ
ン
ガ
ー
ド
の

実
態
と
と
も
に
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い

17
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Mobile Suit Variation

RGM-111 ハーディガン
バリエーション

ナイトレイド
■夜襲降下作戦タイプ

【機
体
設
定
】
宇
宙
歴
０
１
１
８
年
８

月
、
地
球
圏
イ
ン
ド
地
方
で
起
つ
た
、

旧
ネ
オ
■
ン
オ
ン
を
信
奉
す
る
反
地
球

連
邦
政
府
組
織
に
よ
る
内
乱
鎮
圧
の
た

め
に
出
撃
し
た
降
下
作
戦
部
隊
仕
様
．

作
戦
は
夜
間
に
決
行
さ
れ
た
た
め
、

夜
間
戦
闘
用
の
特
殊
装
備
が
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
鎮
圧
作
戦
を
指
導
し
た
の

が
、
後
に
オ
ー
ル
ズ
モ
ビ
ル
掃
討
の
一

環
の
傭
兵
部
隊
隊
長
と
し
て
名
を
挙
げ

た
バ
ズ

・
ガ
レ
ム
ソ
ン
中
佐
で
あ
る
。

【作
例
解
説
】
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る

一

連
の
作
例
は
、
い
ず
れ
も

″
シ
ル
エ
ツ

ト
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
″
シ
リ
ー
ズ
の
キ
ツ

ト
を
ベ
ー
ス
と
し
た
改
造
作
例
で
あ
る
。

第

一
に
紹
介
す
る
Ｒ
Ｇ
Ｍ
１
１
１
１

ナ
イ
ト
レ
イ
ド
は
、　
一
見
で
は
ハ
ー
デ

イ
ガ
ン
と
思
え
な
い
、
違

っ
た
形
の
Ｍ

Ｓ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
背
部
に

Ｆ
９０
Ｉ
号
機
Ａ
タ
イ
プ
の
増
加
機
動
ュ

ニ
ツ
ト
を
取
り
付
け
、
Ｆ
９０
Ｈ
号
機
Ｌ

タ
イ
フ
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ル
を
腰
に
装

着
さ
せ
た
．
Ｍ
Ｓ
版
の
降
下
猟
兵
と
し

て
空
挺
作
戦
を
実
施
す
る
の
で
あ
る
。

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ル
に
は
、
地
上
で
の

作
戦
行
動
を
考
え
て
、
バ
イ
ポ
ッ
ド
を

追
加
し
て
み
た
。
左
腕
の
ハ
ー
ド
ポ
イ

ン
ト

（Ｈ
Ｐ
）
に
流
用
パ
ー
ツ
で
構
成

し
た
モ
ー
タ
ー
キ
ャ
ノ
ン
を
付
け
た
た

め
、
シ
ー
ル
ド
は
右
腕
に
も
つ
て
き
た
。

う
相
出
疋

ド
ナ
イ

ハ
，―
デ

胸
部
、
両

サ
ー
類
を
追

トシールドは可動に支障をき

たさぬよう|こ、ノーマルより

周囲を切りつめて小型化した。

▼本体はF90:号機Aタイプ
の増加機動ユニットだが、在

石にPタイプの主買を接合し

▼フォールデイング状態

のロングビームマシンガ

ン。′ヽイポットも折りた

ためるよう|こしてある。

18

てある。
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GUNDAM 0123

イ
ケ

ノ 久 ノ/
■
■
‥
―

一

「
　
　
　
　
一

Ｆ

Ｌ

ヾ
饉

Ｌ
墨

ヽ
ゆ

Ｄ

ｒ

ク

、Z.｀′
卜ヽ        …r

マ
¬

」

■

／
　

　

′

　

　

・　

た
，

▼ロングビームマシンガンを両手

で構えたところ。バイポットを開

くと、下の写真のような形になる。

で

、

ノ

ヽ

ご

／
イ
，

19



Mobi:e Suit Variation

RGM-111ハーデイガン

ブリッツクリーク
バリエーション

■電撃作戦仕様

lり
:↓J P〕  ・ :』
J』 」』

■

１

■

■

■

，

１
■
々

二
て

´Ｌ
「

‘
ロ
コ
■
コ

ヽ

亀

１

１

１

‐

‐

/

狂 (

Ｌ
▼

″
一

「
「―
■
■
Ｊ

、搬
ａ
ｕ
尾
ア

″
ノ

/

|

′

＼

, 一Ｆ
Ｆ

ヽ
‘
Ｊ

ノ4
/
/

魯日

′ L

a
′

ノ

「
▼7

「 tン



『

0123

ノ

″

′

″

′

可
�

／
島
Ｆ
「

Ｋ
Ｍ
Ｍ寧

だ
″ ▲矢ED右ガヘビーガン、在ガ

ハーディガンのグレネートラ

ック。

「ユ
,/

劉

τ
▲腕のミサイル弾ボッドは、

ガレージキットのヘビーガン

用バーツから。

▲F90H号機 Lタイプのロン

グライフルとそのEパツクか

ら作つた、ビームスピア。

♂
‘

よ、F∞ 1号機V
インをとりつけて

■
Ｒ
Ｇ

Ｍ
１

４
０

０
と

Ｒ
Ｃ

Ｍ
１

１
１

１

の
中

田
２
と
疇
と
も

い
え

る
特
色

を
も

つ
掟

■
で
．

サ
ナ
リ

イ

か
ら

の

「
Ｆ
計

画

』
デ

ー
タ
供

与

に
よ
，
．　
ヘ
ビ

ー
ガ

ン
を
数
倍
上
回

る
高

性
能

，

と
な

つ
た

連
邦

側

の
Ｍ
Ｓ
に
は
珍

し
′
、

ス
ピ

ア

（綸

）
タ
イ
プ

の
武

器

を
使

う
．

【作
例
解
説
】
製
作
の
ベ
ー
ス
と
な
っ

た
の
は
パ
ー
デ
ィ
ガ
ン
だ
が
、
ヘ
ビ
ー

ガ
ン
と
の
中
間
形
態
と
い
う
設
定
か
ら

同
キ
ツ
ト
の
パ
ー
ツ
を
使
用
、
先
租
帰

り
し
た
形
状
と
な
っ
た
。
胴
体
、
腕
、

却
、
こ
、
パ
ツ
ク
パ
ツ
ク
は
ハ
ー
デ
イ

カ
″
　
モ
，
一月
ア
ー
マ
ー
は
ヘ
ヒ
ー
方

ン
で
あ
る
　
ま
た
、　
サ
イ
ト

ア
ー

マ
ー

は
右
要
側

か

ハ
ー
テ

イ
ガ

ン
、
左
妻
■

か

へ
″
一　

カ
ン
と
い
う
折
衷

ス
タ
イ
ル

て
あ
る
　
右
¨

の
ミ
サ
イ

ル
一や
ホ

ト́

は
カ
ー́
―
シ
■
―

卜
の

ヘ
ヒ
ー
カ

ン
ハ

リ

エ
ー
シ

ョ
ン

ハ
ー
ツ
か
ら

さ
て
、
連
邦
の
Ｍ
Ｓ
と
し
て
は
貴
重

な
武
器
で
あ
る
ビ
ー
ム
ラ
ン
サ
ー
の
正

体
は
、
Ｆ
９０
Ｈ
口瓦
破
Ｌ
タ
イ
プ
の
ロ
ン

グ
ラ
イ
フ
ル
の
中
央
部
を
切
つ
て
前
後

を
逆
に
し
、
同
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ル
の
Ｅ

パ
ッ
ク
を
つ
け
た
も
の
。
グ
リ
ッ
プ
は

流
用
パ
ー
ツ
、
シ
ー
ル
ド
部
分
は
プ
ラ

板
、
そ
し
て
ビ
ー
ム
部
分
は
エ
ポ
キ
シ

パ
テ
に
よ
る
造
型
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
は
、
Ｉ
タ
イ
プ
の
ビ
ー
ム
ラ
ン

サ
ー
の
形
状
を
参
考
に
し
、
そ
の
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
と
い
う
気
分
で
あ
る
。

ィ
　
　
　
　
　
機
体
色
は
、
コ
ロ
ニ
ー

戦
用
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
仕
様

と
い
う
こ
と
で
、
「０
０
８

・０
」
の
ジ
ム
コ
マ
ン
ド
（Ｇ

型
）
を
参
考

■
　
　
に
し
て
み
た

Blitzkrieg

21

みた。

本
体
色
は
ダ
ー
ク
イ
エ
ロ
ー
と
ネ
ー

ビ
ー
ブ
ル
ー
を
基
調
に
ま
と
め
て
み
た
。

ジ
ム
コ
マ
ン
ド
は
セ
ー
ル
カ
ラ
ー
と

マ
ホ
ガ
ニ
ー
ぐ
ら
い
だ
が
、　
ハ
ー
デ
イ

ガ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル

ー
を
残
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
だ
。



L▼」【翻E Suit Variation

F71日 Gキツンマグナ
バリエーションタイプ

イ
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■強化火器支援タイプ
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d
くGキヤノンマグナのキ
ット1こ手持ちの武器はつ

かない。設定上は、ヘビ

ーガンのライフルを共用

する。▼中央が、ノーマルのヘビーガン用ライフル

〓
作
火
器

シ
ス
テ
ム
を
試
験
的

に
導
髯

し

た
．

ス
ー
バ
ー
デ

ス
ト

ロ
イ
ド
タ
イ
プ

の
Ａ
Ｅ
社
製
Ｆ
７１
８

．
Ｇ
キ

ャ
ノ
ン
マ

グ
ナ
・
が
存
在
し
た
．

「

【作
例
解
説
】
Ｇ
キ
ャ
ノ
ン
は
、
Ｆ
（フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
）
計
画
に
お
け
る
、
最
新

の
支
援
型
Ｍ
Ｓ
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に

お
け
る
ガ
ン
キ
ャ
ノ
ン
と
い
つ
た
存
在

で
あ
る
。
今
回
の
作
例
は
、
改
良
型
の

Ｇ
キ
ャ
ノ
ン
マ
グ
ナ
だ
。
こ
れ
を
ベ
ー

ス
に
、
重
武
装
タ
イ
プ
を
製
作
し
て
み

た
。
「
Ｆ
９０
＆
Ｆ
９１
」、
「シ
ル
エ
ツ
ト
Ｆ
」

シ
リ
ー
ズ
の
キ
ツ
ト
は
、
″
Ｈ
Ｐ

（
ハ
ー

ド
ポ
イ
ン
ト
）″と
い
う
ウ
エ
ポ
ン
取
り

付
け
の
た
め
の
接
合
点
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
ポ
リ
キ
ャ
ッ
プ
内
蔵
な
の

で
、
こ
の
Ｈ
Ｐ
を
う
ま
く
生
か
す
だ
け

で
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

作
れ
る
わ
け
だ
。

右
側
の
肩
ア
ー
マ
ー
、
ビ
ー
ム
キ
ャ

ノ
ン
、
両
腕
の
武
器
、
さ
ら
に
両
脚
の

増
加
ブ
ー
ス
タ
ー
は
ガ
レ
ー
ジ
キ
ッ
ト

の
Ｇ
キ
ャ
ノ
ン
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ツ
を
使
っ
て
い
る
。

右
脇
腹
か
ら
つ
き
で
た
ガ
ド
リ
ン
グ

砲
や
腰
ア
ー
マ
ー
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
パ
ッ

ク
な
ど
は
、
Ｆ
９０
デ
ス
ト
ロ
イ
ド
タ
イ

ブ

（Ｄ
）
の
パ
ー
ツ
か
ら
流
用
し
た
。

銃
は
、　
ヘ
ビ
ー
ガ
ン
専
用
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
を
出
力
強
化
の
ス
ナ
イ
バ
ー
ス

タ
イ
ル
に
改
造
し
て
あ
る
。

機
体
色
は
青
が
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
＋
コ

パ
ル
ト
ブ
ル
ー
、
白
が
グ
ラ
ン
ブ
リ
ホ

ワ
イ
ト
に
よ
る
。

鐸

Super
Destroied

G轟裁翼霧量戸¬
J  〕

曼≦扉強再
J  曇

ξ 甲

23

GUNDAM 0123
レ両鵬の増加ブース

ターは、ガレージキ

ットのパーツを使つ

ている。 F90タイプ

のフーストパックを

使つてもよい。
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E DAM口 123

●F9011号機 1タイフのフースター兼用

の大型シールドとよく似ているが、ほと

んどPタイプのユニットの継ぎ合わせで

製作した。

ｎＵｍｍｎｄ
Ｅ
Ｆ

〓
―
■
ｎ
Ｆ
ｍｎｄ

Ｌ
ｎ
ｎ
Ｕ『こｍ＝

【機
体
設
定
】
ビ
ギ
ナ
・
ゼ
ラ
の
特
殊

装
備
仕
様
。
グ
ー
ク
・
タ
イ
ガ
ー
隊
の

隊
長
、
シ
エ
ル
フ
・
シ
エ
フ
イ
ー
ル
ド

大
尉
の
要
請
に
よ
り
、
ブ
ッ
ホ
・
エ
ア

ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
社
が
完
成
さ
せ
た

ビ
ギ
ナ
・
ゼ
ラ
の
量
産
機
に
特
殊
作
戦

用
の
追
加
装
備
を
装
着
し
た
機
体
。

サ
ナ
リ
ィ
が
、
Ｆ
９０
Ｈ
号
機
Ｉ
タ
イ

プ
の
装
備
と
し
て
試
案
し
た
、
シ
ー
ル

ド
状
の
大
刑〓
フ
ー
ス
タ
ー
と
シ
ョ
ツ
ト

ラ
ン
サ
ー
と
よ
く
似
た
装
備
を
し
て
い

る
。
来
た
る
べ
き
、
ア
ナ
ハ
イ
ム
社
の

新
鋭
機
ネ
オ
・
ガ
ン
ダ
ム
と
の
一
騎
打

ち
を
考
慮
し
た
機
体
と
思
わ
れ
る
。

【作
例
解
説
】
ビ
ギ
ナ
・
ゼ
ラ
の
量
産

機
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
Ｃ
，
Ｖ
軍
の
ベ

ル
ガ
・
ギ
ロ
ス
、
ベ
ル
ガ

・
グ
ラ
ス
の

機
体
色
で
ま
と
め
て
み
た
。
た
だ
し
、

紫
は
赤
を
強
く
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
グ
レ
ー
を
入
れ
て
み
た
。
責
は
色
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
よ
う
に
思
え
た

の
で
使
用
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
ガ
ン
グ
ム
タ
イ
プ
の
頭
部
に
し

て
も
Ｃ
・
Ｖ
軍
機
に
し
か
見
え
な
い
か

ら
不
思
議
で
あ
る
。
″フ
レ
イ
ム
タ
イ
ガ

ー
″
（炎
の
虎
）
と
い
う
愛
称
か
ら
、
赤

い
機
体
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、
シ
エ

フ
イ
ー
ル
ド
大
尉
に
は
、
紫
の
方
が
よ

Ｆ
Ｉ
ｎ
Ｕ
＝
ヨ

旧
■
■
■
　
■
■
■
■

Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

く
似
合
う
と
思
う
…
…
。
ヴ

エ
ス
バ
ー

は
や
め
て
、
ベ
ル
ガ

・
ギ
ロ
ス
の
シ
ェ

ル
フ
ノ
ズ
ル
に
換
え
て
み
た
。
（こ
れ
は

人
物
名
と
の
駄
洒
落
？
）

シ
ー
ル
ド
形
の
ブ
ー
ス
タ
ー
ユ
ニ
ツ

ト
は
、
Ｆ
９０
Ｉ
号
機
Ｐ
タ
イ
プ
の
装
備

を
あ
れ
こ
れ
と
継
ぎ
合
わ
せ
て
ま
と
め

た
も
の
だ
。
や
は
り
、
サ
ナ
リ
ィ
に
は

ブ

ツ
ホ

・
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
産
業
ス
パ

イ
も
潜
入
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

シ
ョ
ッ
ト
ラ
ン
サ
ー
は
、
こ
れ
も
ベ

ル
ガ

・
ギ
ロ
ス
か
ら
三
限
り
な
く
、
ベ

ル
ガ

・
ギ
ロ
ス
に
近
い
ビ
ギ
ナ

・
ゼ
ラ

な
の
で
あ
る
。

▲背部にはシエルフ・

シェフィールド大尉 |こ

ちなんで、シエルフノ
／

′

,



Mobile SuitVariation

XM―口1デナン・ゾン
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モーリス 。オバリー少尉機
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GUNDAM口 123
【機
体
設
定
】
ダ
ー
ク
タ
イ
ガ
ー
隊

に
は
、

Ｘ
Ｍ
Ｉ

０
１
、

Ｘ
Ｍ
１
０
２
、

Ｘ
Ｍ
１

０
３
そ
し
て
Ｘ
Ｍ
Ｉ

０
５
Ｂ
、
Ｘ
Ｍ
１
０
７
Ｇ
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
こ
の
Ｘ
Ｍ
１
０
１
デ
ナ
ン
、
ソ
ン
は
モ
ー

リ
ス
・
オ
バ
リ
ー
少
尉
が
搭
乗
、
ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
の

Ｍ
Ｓ
実
験
部
隊
と
初
め
て
遭
遇
し
た
機
体
で
あ
る
。

シ
ョ
ッ
ト
ラ
ン
サ
ー
は
試
作
型
で
、
訓
練
用
の
た

め
先
端
が
合
成
ゴ
ム
製
に
な
っ
て
い
る
。

【作
例
解
説
】

″Ｆ
９１
″
シ
リ
ー
ズ
の
１
／
４０
テ
ナ

ン
■
ソ
ン
の
キ
ツ
ト
を
塗
装
換
え
し
た
も
の
。
赤
は

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
カ
ラ
ー
の
レ
ツ
ド
、
パ
ー
ブ
ル
は

一般
型
ベ
ル
ガ
・
ギ
ロ
ス
と
同
じ
、
白
を
加
え
た
も

の
。
関
節
色
、
武
器
な
ど
は
黒
鉄
色
．
グ
ー
ク
タ
イ

ガ
ー
隊
マ
ー
ク
は
コ
ピ
ー
に
着
色
し
た
も
の
を
使
用
＾

こ
の
デ
ナ
ン
・
ゾ
ン
の
特
色
で
あ
る
モ
ノ
ア
イ
状

の
ゴ
ー
グ
ル
は
、
エ
ポ
キ
シ
バ
テ
で
自
作
し
た
，
頭

部
バ
ー
ツ
の
日

（デ
ュ
ア
ル
ア
イ
）
の
部
分
に
模
型

用
の
グ
リ
ス
を
ぬ
り
つ
け
て
お
き
、
そ
の
上
に
エ
ボ

キ
シ
パ
テ
を
盛
る
。
こ
う
し
て
お
く
と
、
硬
化
後
、

楽
に
分
離
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
表
面
に
デ

イ
テ
ー
ル
を
つ
け
て
行
け
ば
完
成
で
あ
る
．

シ
ョ
ッ
ト
ラ
ン
サ
ー
は
、
キ
ツ
ト
の
パ
ー
ツ
を
加

工
し
た
。

▲C・ ∨軍MSの 特徴であるデユアル アイを擬
装するためのモノフイタイフのゴーグル。

▼上がキットのデナン・ソン用ショットランサー。下は試作タイプの

もので、モーリス・オバリー機ガ使用。

【機
体
設
定
】
Ｘ
Ｍ
１
０
７
Ｇ
に
搭
乗
す
る
ま
で
、

シ
ェ
フ
イ
ー
ル
ド
大
尉
が
愛
機
と
し
て
い
た
機
体
。

Ｘ
Ｍ
１
０
５
ベ
ル
ガ
・
ギ
ロ
ス
の
改
良
型
で
、
ウ

イ
ン
グ
状
に
構
成
さ
れ
た
シ
ェ
ル
フ
ノ
ズ
ル
が
特
色
。

バ
ナ
ナ
型
マ
ガ
ジ
ン
を
二
列
に
並
べ
た
機
銃
を
備

え
た
シ
ョ
ッ
ト
ラ
ン
サ
ー
を
使
用
す
る
。
ジ
ェ
ネ
レ

ー
タ
出
力
、
ス
ラ
ス
タ
ー
推
力
、
ア
ポ
ジ
モ
ー
タ
ー

数
い
ず
れ
も
向
上
、
前
期
型
を
う
わ
ま
わ
る
高
機
動

性
能
を
発
揮
す
る
。

【作
例
解
説
】
ベ
ル
ガ
・
バ
ル
ス
は
、
フ
ラ
モ
デ
ル

化
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
ベ

ル
ガ
・
ギ
ロ
ス
の
キ
ツ
ト
を
ベ
ー
ス
に
自
作
す
る
し

か
手
は
な
い
。

現
在
、
ブ
ラ
キ
ャ
ス
ト
製
改
造
パ
ー
ツ
と
し
て
、

Ｂ
ク
ラ
ブ

・
ガ
レ
ー
ジ
ッ
ト
で
商
品
化
を
企
画
中
．
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